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聴
覚
障
害
を
ご
理
解
く
だ
さ
い

東
久
留
米
市
ろ
う
あ
協
会
会
長

平
山
征
子

　
「
聴
覚
障
害
」の
一
般
認
識
は
単

な
る「
耳
が
聞
こ
え
な
い
人
」「
声

の
出
な
い
人
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

で
し
か
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
一
方
、
聴

覚
障
害
者
と
い
っ
て
も
そ
の
障
害

は
さ
ま
ざ
ま
で
①
生
ま
れ
た
時
か

ら
聞
こ
え
な
い
人
②
大
き
く
な
っ

て
か
ら
何
ら
か
の
原
因
で
聞
こ
え

な
く
な
っ
た
人
③
音
は
聞
こ
え
る

が
言
葉
と
し
て
は
明
瞭
に
聞
き
取

り
に
く
い
人
④
補
聴
器
を
付
け
れ

ば
聞
こ
え
る
人
、
な
ど
そ
の
障
害

は
多
様
で
す
。

　
①
は
、
言
葉
の
獲
得
以
前
に
失

聴
し
た
た
め
、
発
声
に
障
害
が
伴

う
場
合
も
あ
り
ま
す
。
②
は
、
言

葉
の
獲
得
後
に
失
聴
し
た
た
め
聞

こ
え
る
人
と
同
じ
よ
う
に
発
語
が

出
来
る
人
も
い
ま
す
。
③
④
な
ど
、

補
聴
器
を
使
用
し
て
も
、
音
は
判

る
が
言
葉
と
し
て
は
明
瞭
に
聞
き

取
り
に
く
い
人
も
い
ま
す
。
し
か

し
、
こ
れ
ら
の
人
た
ち
は
、
外
見

的
に
は
健
常
者
と
変
わ
り
な
い
た

め
、
障
害
が
理
解
さ
れ
に
く
く
、

誤
解
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
く

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
あ
い
さ
つ

を
し
た
の
に
返
事
が
な
い
非
常
識

な
人
と
思
わ
れ
た
り
、
周
り
の
音

と
の
調
和
が
取
れ
な
い
た
め
、
場

違
い
な
大
声
や
音
を
出
し
て
し
ま

っ
た
り
、
そ
う
い
っ
た
こ
と
が
障

害
へ
の
偏
見
や
差
別
に
結
び
付
く

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
私
た
ち
聴
覚
障
害
者
は

情
報
障
害
者
と
も
言
わ
れ
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
一
番
苦
労
し

て
い
ま
す
。「
聞
こ
え
な
い
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
手
話
」

と
い
う
認
識
が
根
強
い
た
め
、
手

話
を
知
ら
な
い
人
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
ち
ゅ
う
ち
ょ
し
が
ち

で
す
。
し
か
し
手
話
以
外
に
も
筆

談
や
口
形
（
口
を
大
き
く
ゆ
っ
く

り
と
）
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
も
図
れ
ま
す
。
最
近
は
マ
ス
ク

を
か
け
て
い
る
人
が
多
く
、
口
が

見
え
な
い
た
め
、
私
た
ち
は
会
話

不
可
能
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
こ
で
「
耳
が
聞
こ
え
ま
せ
ん
」

と
言
わ
れ
た
ら
マ
ス
ク
を
外
し
、

筆
談
や
口
形
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
聴
覚
障
害
が
理
解
さ
れ
、
さ
ら

に
意
思
疎
通
の
方
法
が
理
解
さ
れ

れ
ば
、
聴
覚
障
害
者
が
住
み
よ
い

ま
ち
東
久
留
米
と
な
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
手
話
講
習
会
な
ど
へ
の
参

加
に
よ
り
、
手
話
で
話
せ
る
市
民

が
一
人
で
も
増
え
る
事
を
願
っ
て

い
ま
す
。

　
障
害
者
差
別
解
消
法
に
つ
い
て

詳
し
く
は
障
害
福
祉
課
☎
４
７

０
・
７
７
４
７
へ
。

　

都
で
は
、
受
験
生
を
持
つ
一
定

以
下
の
所
得
世
帯
の
生
計
中
心
者

に
対
し
、
学
習
塾
な
ど
の
費
用
や

受
験
費
用
を
、
無
利
子
で
貸
し
付

け
ま
す
。
条
件
に
よ
り
、
返
済
を

免
除
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

【
事
業
の
内
容
】現
在
、中
学
３

年
生
・
高
校
３
年
生
お
よ
び　
歳
２０

未
満
の
高
校
・
大
学
等
中
途
退
学

者
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試

験
合
格
者
、浪
人
生
な
ど
が
高
校・

大
学
・
専
門
学
校
な
ど
に
入
学
す

る
た
め
の
受
験
料
と
学
習
塾
な
ど

の
費
用
を
貸
し
付
け
ま
す

　

【
貸
付
金
額
】受
験
料
貸
付
金
＝

中
学
３
年
生
が
２
万
７
４
０
０
円
、

高
校
３
年
生
な
ど
が
８
万
円
▼
学

習
塾
等
貸
付
金
＝
中
学
３
年
生
お

よ
び
高
校
３
年
生
な
ど　
万
円

２０

　
※
い
ず
れ
も
上
限
額
。

　

【
利
用
で
き
る
方
】次
の
す
べ
て

を
満
た
す
方

　
①
引
き
続
き
１
年
以
上
都
内
に

居
住
し
て
い
る
②　
歳
以
上
で
世

２０

帯
の
生
計
中
心
者
③
世
帯
収
入

（
父
母
等
養
育
者
）
の
総
収
入
ま

た
は
総
所
得
を
合
算
し
た
金
額
が

一
定
の
基
準
以
下
で
あ
る
こ
と

（
世
帯
人
数
〈
父
母
等
養
育
者
お

よ
び
就
労
前
の
子
ど
も
〉
の
合
計

が
４
人
の
場
合
、
給
与
収
入
〈
年

間
〉一
般
３
８
６
万
４
０
０
０
円・

ひ
と
り
親
４
４
１
万
５
０
０
０

円
）。家
賃
控
除
が
で
き
る
場
合
も

あ
り
ま
す
④
預
貯
金
な
ど
の
保
有

資
産
が
６
０
０
万
円
以
下
⑤
土

地・建
物
を
所
有
し
て
い
な
い（
現

在
居
住
し
て
い
る
場
所
お
よ
び
不

動
産
所
得
を
得
て
い
な
い
土
地
・

建
物
を
除
く
。
た
だ
し
、
不
動
産

所
得
が
あ
っ
て
も
状
況
に
よ
り
対

象
と
な
る
場
合
あ
り
）
⑥
生
活
保

護
受
給
世
帯
で
な
い
⑦
暴
力
団
員

に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に

関
す
る
法
律
（
平
成
３
年
法
律
第

　
号
）
第
２
条
第
６
号
に
規
定
す

７７る
暴
力
団
員
で
な
い

　
※
こ
の
他
、
連
帯
保
証
人
が
必

要
で
す
。

　
申
し
込
み
は　

年
２
月　

日

２９

１５

（
水
）
ま
で
に
福
祉
総
務
課
（
市

役
所
１
階
）
へ
。

　
※
申
請
書
は　

年
２
月
８
日

２９

（
水
）
ま
で
に
同
課
へ
受
け
取
り

に
来
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
課
福
祉
政
策
係
☎

４
７
０
・
７
７
４
１
へ
。

市

職

員

　

市
職
員
を
募
集
し
ま
す
。
募
集

職
種
な
ど
は
、
左
表
の
通
り
で
す
。

　

【
採
用
予
定
日
】
原
則
と
し
て
、

　
年
４
月
１
日
（
土
）
以
降
で
す
。

２９た
だ
し
、
欠
員
状
況
な
ど
に
よ
り
、

　
年
４
月
１
日
（
土
）
以
前
に
採

２９用
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す

　

【
募
集
要
項
の
配
布
】
土
曜・日

曜
日
、祝
日
を
除
く
８
月
１
日

（
月
）～　
日（
水
）の
午
前
８
時
半

２４

～
午
後
５
時
、お
よ
び
申
込
受
付

期
間
に
職
員
課（
市
役
所
４
階
）で

　
※
募
集
要
項
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

　

【
申
込
受
付
期
間
】
８
月　

日
２５

（
木
）・　
日
（
金
）
の
午
前
９
時

２６

～
午
後
８
時
、　

日
（
土
）
午
前

２７

９
時
～
午
後
５
時
に
、
市
所
定
の

履
歴
書
（
写
真
貼
付
）
と
受
験
票

を
本
人
が
同
課
へ
直
接
持
参
し
て

く
だ
さ
い

　

【
１
次
試
験
】
９
月　
日
（
日
）

１８

　
詳
し
く
は
同
課
☎
４
７
０
・
７

７
１
６
へ
。

産
業
政
策
課
臨
時
職
員（
事
務
）

　

【
雇
用
期
間
】９
月
１
日（
木
）～

　
年
２
月　
日（
火
）（
更
新
は
で

２９

２８

き
ま
せ
ん
）

　

【
勤
務
日
時
】月
曜
～
金
曜
日
の

午
前
８
時
半
～
午
後
５
時
（
７
時

間
半
）

　

【
勤
務
内
容
】パ
ソ
コ
ン
を
使
用

し
た
入
力
作
業
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

更
新
、
デ
ー
タ
集
計
・
作
成
、
事

業
実
施
時
の
補
助
な
ど

　

【
応
募
資
格
】中
級
以
上
の
パ
ソ

コ
ン
操
作
（
特
に
エ
ク
セ
ル
）
が

で
き
る
方

　
【
募
集
人
数
】
１
人

　

【
報
酬
】市
の
規
定
に
よ
る（
交

通
費
相
当
額
は
別
途
支
給
）

　
申
し
込
み
は
８
月　
日
（
水
）

１０

ま
で
に
事
前
連
絡
の
上
、
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）を
産
業
政
策
課（
市

役
所
６
階
）
へ
直
接
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
書
類
選
考
と
面
接
の
上
、

決
定
し
ま
す
。
な
お
、
提
出
し
た

履
歴
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
同
課
振
興
企
画
係
☎

４
７
０
・
７
７
４
３
へ
。

健
康
課
臨
時
職
員（
事
務
）

　

【
雇
用
期
間
】　
月
１
日（
土
）～

１０

　
年
３
月　
日（
金
）（
更
新
の
場

２９

３１

合
あ
り
）

　

【
勤
務
時
間
な
ど
】午
前
９
時
～

午
後
５
時
の
７
時
間
で
、
①
月　
１３

日
程
度
（
社
会
保
険
な
し
）
②
月

　
日
以
内
（
社
会
保
険
あ
り
）

１８
　

【
勤
務
内
容
】電
話
や
窓
口
の
対

応
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
た
入
力

作
業
や
デ
ー
タ
集
計
・
作
成
、
事

業
実
施
時
の
補
助
な
ど

　

【
応
募
資
格
】電
話
や
窓
口
、事

業
に
お
け
る
市
民
対
応
や
パ
ソ
コ

ン
（
特
に
エ
ク
セ
ル
）
を
使
用
し
、

応
用
し
て
作
業
が
で
き
る
方

　

【
募
集
人
数
】
若
干
名

　

【
報
酬
】市
の
規
定
に
よ
る（
交

通
費
相
当
額
は
別
途
支
給
）

　
申
し
込
み
は
８
月　
日
（
金
）

１９

ま
で
に
事
前
連
絡
の
上
、
履
歴
書

（
写
真
貼
付
）
を
健
康
課
（
滝
山

４
ノ
３
ノ　
、
わ
く
わ
く
健
康
プ

１４

ラ
ザ
内
）
へ
直
接
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。
書
類
選
考
と
面
接
の
上
、

決
定
し
ま
す
。
な
お
、
提
出
し
た

履
歴
書
は
返
却
し
ま
せ
ん
。

　
詳
し
く
は
同
課
特
定
健
診
係
☎

４
７
７
・
０
０
１
３
ま
た
は
保
健

サ
ー
ビ
ス
係
☎
４
７
７
・
０
０
２

２
へ
。

小
学
校（
子
校
）で
勤
務
す

る
栄
養
士（
臨
時
職
員
）

　

【
雇
用
期
間
】　
月
４
日（
火
）～

１０

　
年
３
月　
日（
金
）（
更
新
の
場

２９

３１

合
あ
り
）。
た
だ
し
、第
六
小
学
校

は
３
日
（
月
）
か
ら

　

【
勤
務
日
時
】月
曜
～
金
曜
日
の

午
前　
時
～
午
後
２
時
（
昼
休
憩

１０

な
し
。
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。

た
だ
し
、
学
校
行
事
な
ど
に
よ
り

休
日
に
勤
務
す
る
こ
と
も
あ
り
）

　

【
勤
務
場
所
】市
内
小
学
校
の
う

ち
子
校
（
第
三
・
第
六
・
南
町
・

下
里
小
学
校
）

　

【
資
格
】
栄
養
士
免
許

　

【
条
件
】被
服
貸
与
、細
菌
検
査

　

【
賃
金
】時
給
１
１
２
０
円（
交

通
費
相
当
額
は
別
途
支
給
）

　

【
そ
の
他
】給
食
費
の
実
費
負
担

あ
り
　
申
し
込
み
は
８
月　
日
（
水
）

３１

ま
で
に
、
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

と
栄
養
士
免
許
の
写
し
を
学
務
課

（
市
役
所
６
階
）
へ
直
接
持
参
し

て
く
だ
さ
い
（
正
午
～
午
後
１
時

と
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）。

　
詳
し
く
は
同
課
保
健
給
食
係
☎

４
７
０
・
７
７
７
９
へ
。

市
立
小
・
中
学
校
特
別 

支
援
学
級
な
ど
で
の
介
助
員

（
臨
時
職
員
）希
望
者
の
登
録

　

市
立
小
・
中
学
校
に
設
置
し
て

い
る
特
別
支
援
学
級
な
ど
で
介
助

員
を
希
望
す
る
方
を
登
録
し
ま
す
。

　

【
雇
用
期
間
】
６
カ
月
以
内（
更

新
の
場
合
あ
り
）。 た
だ
し
、学
校

の
長
期
休
業
中
は
雇
用
し
ま
せ
ん

　

【
勤
務
時
間
】１
日
６
時
間
半
以

内
で
週
５
日
以
内
。
た
だ
し
、
学

校
に
よ
っ
て
勤
務
日
数
・
勤
務
時

間
が
異
な
り
ま
す

　

【
内
容
】
市
立
小・中
学
校
に
設

置
し
て
い
る
特
別
支
援
学
級
な
ど

で
の
児
童
・
生
徒
の
安
全
確
保

　

【
資
格
】次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
。
①
教
員
免
許
を
持
つ
方

ま
た
は
取
得
見
込
み
の
方
（
免
許

の
種
類
は
問
い
ま
せ
ん
）
②
特
別

支
援
学
校
、
特
別
支
援
学
級
に
お

い
て
介
助
員
の
経
験
の
あ
る
方
③

体
力
に
自
信
の
あ
る
方

　

【
賃
金
】時
給
１
１
７
０
円（
交

通
費
相
当
額
は
別
途
支
給
）

　
申
し
込
み
は
履
歴
書
（
写
真
貼

付
）
と
教
員
免
許
を
持
つ
方
は
免

許
の
写
し
を
〒
２
０
３
儿
８
５
５

５
、
市
役
所
指
導
室
宛
て
郵
送
ま

た
は
同
室
（
市
役
所
６
階
）
へ
直

接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
室
特
別
支
援
教
育

係
☎
４
７
０
・
８
０
３
２
へ
。

わ
か
く
さ
学
園
送
迎
バ
ス

運
転
手
（
臨
時
職
員
）

　

【
雇
用
期
間
】９
月
１
日（
木
）～

　
年
３
月　
日（
金
）（
更
新
の
場

２９

３１

合
あ
り
）

　

【
勤
務
日
時
】月
曜
～
金
曜
日
の

う
ち
週
２
日
程
度
の
午
前
８
時
半

～　
時
、
午
後
２
時
半
～
４
時

１０
　

【
業
務
内
容
】送
迎
バ
ス（
車
種

は
ハ
イ
エ
ー
ス
ロ
ン
グ
、　

人
乗

１５

り
）
の
運
転

　

【
資
格
】
中
型
運
転
免
許
以
上

　

【
賃
金
】時
給
１
１
０
０
円（
交

通
費
相
当
額
は
別
途
支
給
）

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
、わ
か

く
さ
学
園
☎
４
６
７・３
２
７
５
へ
。

　
保
育
や
子
育
て
支
援
分
野
の
事

業
に
従
事
す
る
上
で
必
要
な
知
識

や
技
術
な
ど
を
習
得
す
る
「
子
育

て
支
援
員
」を
養
成
す
る
研
修（
地

域
保
育
、
地
域
子
育
て
支
援
、
放

課
後
児
童
、
社
会
的
養
護
の
各
コ

ー
ス
）
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
詳
細
は
東
京
都
福
祉
保
健
財
団

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://www.fu

kushizaidan.jp/

）ま
た
は
都
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://www.fukush

ihoken.metro.tokyo.jp/kodomo
/katei/kosodateshieninkensyuu
01.html

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
財
団
子
育
て
支
援

員
担
当
☎
０
３
・
３
３
４
４
・
８

５
３
３
へ
。

国
民
年
金
保
険
料
納
付

の
案
内
を
民
間
事
業
者

に
委
託
し
て
い
ま
す

　

日
本
年
金
機
構
で
は
、
国
民

年
金
保
険
料
が
未
納
と
な
っ
て

い
る
方
に
電
話
や
文
書
、
戸
別

訪
問
に
よ
る
納
付
の
案
内
お
よ

び
保
険
料
の
収
納
業
務
を
民
間

事
業
者
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

　
民
間
事
業
者
へ
の
業
務
委
託

は
「
競
争
の
導
入
に
よ
る
公
共
サ

ー
ビ
ス
の
改
革
に
関
す
る
法
律
」

に
基
づ
き
、
従
来
、
国
や
地
方
公

共
団
体
が
行
っ
て
き
た
事
業
に
、

民
間
事
業
者
の
創
意
工
夫
や
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
用
し
、
低
コ
ス
ト
で
よ

り
良
い
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
目
指

す
た
め
「
市
場
化
テ
ス
ト
事
業
」

と
し
て
導
入
し
ま
し
た
。

　

【
ご
注
意
】民
間
事
業
者
の
担
当

者
が
納
付
の
案
内
を
行
う
際
は
、

事
業
者
名
お
よ
び
氏
名
を
名
乗
っ

た
上
で
、
本
人
確
認
を
し
ま
す
。

自
宅
に
伺
う
際
は
、
必
ず
日
本
年

金
機
構
が
発
行
し
た
顔
写
真
入
り

の
身
分
証
明
書
を
提
示
し
ま
す
。

保
険
料
を
預
か
る
場
合
は
、
日
本

年
金
機
構
か
ら
送
付
し
た
保
険

料
の
「
納
付
書
」
を
持
っ
て
い

る
方
に
限
ら
れ
て
い
ま
す
。「
納

付
書
」
を
持
っ
て
い
な
い
方
か

ら
、
現
金
を
預
か
っ
た
り
、
領

収
書
を
発
行
し
た
り
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
担
当
者
が
、

手
数
料
を
要
求
す
る
こ
と
、
金

融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
に
お
い
て
Ａ
Ｔ
Ｍ
操
作
を

お
願
い
す
る
こ
と
、
年
金
手
帳

や
年
金
証
書
、
通
帳
や
キ
ャ
ッ

シ
ュ
カ
ー
ド
な
ど
を
預
か
る
こ

と
も
あ
り
ま
せ
ん

　
詳
し
く
は
武
蔵
野
年
金
事
務

所
☎
０
４
２
２
・
５
６
・
１
４

１
１
へ
。

（第４回）

障
害
な
ど
の
当
事
者
が
考
え
る

差
別
・
配
慮
に
つ
い
て

受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付
事

受
験
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
貸
付
事
業業

市職員募集の職種・受験資格・募集人数など
募集人数受験資格など職種と試験区分
若干名昭和６２年４月２日～平成７年４月１日に生まれた方Ⅰ類（大学卒程度）

一般事務 若干名平成元年４月２日～９年４月１日に生まれた方Ⅱ類（短大卒程度）

若干名平成３年４月２日～１１年４月１日に生まれた方Ⅲ類（高校卒程度）

若干名

次の要件をすべて満たす方
①昭和４７年４月２日以降に生まれた方
②短期大学、大学または大学院で考古学または歴史学を専攻し、
学芸員資格を有している方または取得見込みの方
③埋蔵文化財の発掘調査の経験があり、発掘報告書を１編以上
執筆した経験のある方
※学芸員資格を必要としない職場に勤務する場合もあります。

Ⅰ類（大学卒程度）一般事務
（学芸員）

若干名
昭和４７年４月２日～平成７年４月１日に生まれ､土木（関連）
学科を履修した方

Ⅰ類（大学卒程度）

土木技術

若干名
昭和４７年４月２日～平成７年４月１日に生まれ､建築（関連）学
科を履修した方建築技術

若干名
昭和４７年４月２日～平成７年４月１日に生まれ､電気（関連）学
科を履修した方電気技術

若干名
昭和４７年４月２日以降に生まれ、保健師の資格を有する方また
は２９年春までに行われる国家試験により資格取得見込みの方保健師

※いずれの職種も２９年３月卒業見込みの方を含みます。

※市外局番は書いてあるものを除き全て
０４２です。

東
京
都
子
育
て
支
援
員
研
修（
第
２
期
）の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す


